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The Roles of Social Security System in the Life 









This article focuses on problems of the Japanese social security system, in particular, ones in relation to 
surveys conducted on national pensions and the lives of the aged, self-employed workers in urban areas. This 
article is mainly based on two surveys. The author conducted these surveys on aged self-employees in the Joto 
area (Tokyo) with several questions. The first of these analyzes their business conditions. It shows how they 
continue to run their shops or factories to gain income. It also analyzes the relation of their income and national 
pension. It concludes that pension serves as a supplement to their income. The second survey analyzes the 
cause of their economic hardships. It indicates that their healthcare costs have amounted to an enormous 
financial drain. Recent social security system reform results in causing the elderly more burdens by covering 
the expenses of healthcare by insurance payments. 













































































































総数 8時間未満 8～10時間未満 10～12時間未満 12～14時間未満 14時間以上
産業計 134 (100.0) 36 (26.9) 42 (31.3) 32 (23.9) 17 (12.7) 7 ( 5.2) 
第二次産業 71 (100.0) 25 (35.2) 28 (39.4) 10 (14.1) 6 ( 8.5) 2 ( 2.8) 
第三次産業 49 (100.0) 8 (16.3) 9 (18.4) 19 (38.8) 10 (20.4) 3 ( 6.1) 
無回答 14 (100.0) 3 (21.4) 5 (35.7) 3 (21.4) 1 ( 7.1) 2 (14.3) 
表2 事業主の休日日数に関する状況 単位：人（%）
総数 なし l日 2～ 3日 4～ 5日 6～ 8日 9R 以上
産業計 134 (100.0) 11 ( 8.2) 134 (100.0) 17 (12.7) 65 (48.5) 16 (11.9) 17 (12.7) 
第二次産業 71 (100.0) 4 ( 5.6) 71 (100.0) 7 ( 9.9) 31 (43.7) 11 (15.5) 15 (21.1) 
第三次産業 49 (100.0) 7 (14.3) 49 (100.0) 8 (16.3) 25 (51.0) 4 ( 8.2) 1 ( 2.0) 











前後の「2～ 3日jの 17人 (12.7%）と「6～ 8日J

















































50～ 100～ 150～ 200～ 300～ 400～ 
総数 50万円 100万円 150万円 200万円 300万円 400万円 500万円 500万円 無回答
未満 未満 未満 未満 未満 未満 未満 以上
134 15 13 8 15 24 22 6 13 18 
産業計 (100.0) (11.2) ( 9.7) ( 6.0) (11.2) (17.9) (16.4) ( 4.5) ( 9.7) (13.4) 
第二次産業
71 6 8 5 9 13 12 5 9 4 
(100.0) ( 8.5) (11.3) ( 7.0) (12.7) (18.3) (16.9) ( 7.0) (12.7) ( 5.6) 
第三次産業 49 9 
4 2 3 10 6 2 12 
(100.0) (18.4) ( 8.2) ( 4.1) (6.1) (20.4) (12.2) ( 2.0) ( 4.1) (24.5) 
無回答 14 
。 1 1 3 1 4 。 2 2 



































総数 生活できる 生活できない 無回答
産業計 134 (100.0) 35 (26.1) 96 (71.6) 3 ( 2.2) 
第二次産業 71 (100.0) 18 (25.4) 50 (70.4) 3 ( 4.2) 
第三次産業 49 (100.0) 15 (30.6) 34 (69.4) 0 ( 0.0) 
無回答 14 (100.0) 2 (14.3) 12 (85.7) 0 ( 0.0) 
表5 事業所得で、生活で、きなかった場合の補填方法 （複数回答）単位： 人 （%）
年金等 i二H:ノ」l目 玉乞 その他総数
パート・
アルノミイト
12 (12.5) 3 ( 3.1) 96 (100.0) 57 (59.4) 
生命保険の｜貯金の取り｜他の家族
解約 ｜ 崩し ｜ の収入
8 ( 8.3) I 21 (28.1) I 21 (21.9) 
税・保険
料の滞納




現状の方向を｜ 商品の ｜ 商品の
拡大 I 専門化 ｜ 拡大化
総数 現状維持





















































50～ 100～ 150～ 200～ 250～ 300～ 400～ 500～ 700～ 1000 
総数 50万円 99万円 149万 199万 249万 299万 399万 499万 699万 999万 万円
年 未満 未満 円未満 円未満 円未満 円未満 円未満 円未満 円未満 円未満 以上
1999 171.0 26.0 16.0 20.0 14.0 17.0 8.0 17.0 11.0 15.0 8.0 17.0 
(100.0) (15.2) (9.4) 01.7) (8.2) ( 9.9) ( 4.7) ( 9.9) ( 6.4) ( 8.8) ( 4.7) ( 9.9) 
2002 
177.9 27.8 26.0 15.1 14.8 15.0 13.8 14.6 12.5 25.1 5.4 16.6 
(100.0) (15.6) (14.6) ( 8.5) ( 8.3) ( 8.4) ( 7.8) ( 8.2) ( 7.0) (14.1) ( 3.0) ( 9.3) 
194.4 36.8 27.7 23.3 14.0 19.0 10.9 14.7 10.8 13.7 9.2 8.1 























































































































































































分類 B 1 B2 B3 
性別・年齢・業種 女・ 80歳・小売業 （30年） 男・ 78歳・建設業（40年） 男・ 70歳・建設業（不明）
引退の理由 事業承継（息子に）したため 事業不振による倒産（破産） 体調不良（工事中けが）のため
生活状況 事故がなければ生活できる ギリギリの生活 破綻寸前の状態
世帯構成 （人数） 本人＋子夫婦（3) 単身（1) 単身 (1)
居住形態（他資産） 持家・一軒家（あり・不動産） 民間の借家 （なし） 持家・マンション （なし）
預貯金 50～100万円未満 なし なし
借入金 なし ある（自己破産した） なし
世帯月収 50万円以上 10～15万円未満 5～10万円未満
ーー一ー－ －ーーーー一一ーーーーーー一一 ーー ーーー一一ーーーーー－ーーー一一ーーーーー一一 『ーーー－ 一一ー－－一一一ーーー弔一一一一ーー・・ー－ーー－ －『ー 』一一 ー－ -－ーー一一ーーーーー一一一一 ーーーーー一一一ーー一一ー
事業収入 25.0万円
年 ~ 5.0万円 9.0万円
貯蓄取崩
その他 28.0万円（専従者給与） 3.0万円 （生活保護費） 不明 （生活保護費）
支出月額 5万円未満 （本人のみ） 5～10万円未満 不明













2007年所得 300万円以上 100～200万円未満 なし
『唱戸一一一ーー司ー一一一一ーーー ー一一 一ーーー一一一一一 『ーー一一一ーー 一ー』一一一』四ーー一一一 ー－ーーー』ーーー －ーーーーー一一ーー一ーーー一一ーーー一一 一一ーー『ーー一一ーーー一一一ー一ー－ －一一一ーーーーーー－
（前年比） （増減なし） （減少） （減少）
健康状態 どちらかといえば良い どちらかといえば良い どちらかといえば悪い
健康保険 後期高齢者医療 加入していない （生保） 加入していない（生保）
医療満足度 満足している 満足していない どちらともいえない
J ／王l、三ロ1交EA又 ＊ら口 受けていない（必要なし） 受けていない （必要なし） 受けている

























表 10 東京区部におけるの歳以上の人口および被保護人員（全世帯） 単位．人
1995年 2000年 2005年
地域 ｜同上｜被慨［保護卒 65歳以上 被保護 保護率 65歳以上
人口人員 （%） 人 口 人員 （%） 人 口 人員 （%） 
（全世帯）
東京都 1,530,695 34252 2.2 1.910,456 50,427 2.6 2,295,527 77.661 3.4 
区部 1,092.278 27,415 2.5 1,336,289 40,167 3.0 1.568.617 60.552 3.9 
城東 324,214 11.751 3.6 410.890 17,195 4.2 505,449 25.590 5.1 
（単身世帯）
東京都 264,636 15,325 5.8 388,396 38.346 9.9 498.443 57.567 11.5 
区部 206.194 12404 6.0 299,358 31.138 10.4 371,641 45.854 12.3 
城東 53.868 5,428 10.l 78,606 13.023 16.6 103.206 18.910 18.3 




年 被保護 老齢年金受給者 その他 被保護 老齢年金受給者 その他
おえ
人員 総数 被用者 国民 （無年金） 人員 総数 被用者 同民 （無年金）
東京都
1995 34.252 17.830 5,207 12.623 16.422 100.0 52.l 15.2 36.9 47.9 
一一一ーーー一ーー 一－ -－一一『ー一 ーーーー一一ーーー 一一一ーーー一ーーー ー一一一一ーー一一 ---－一一一ーー ー一一一ーー一一一 -－『一一ーーー一 ーーー一回一一ー一 自由一ーー一一－ - －－ーー一ーー一一
2000 50.427 22.869 9,394 13,475 27.558 100.0 45.4 18.6 26.7 54.6 
ーー－ーーーーー』 一一ーーー一一一一 ーー一一一ーーー一 ー－ --－ーーーー 一一ーーー四一一ー ーーー一一ー一ーー ーー－ー目ーーー一 ー目ーー一一ーーー 一一一ーー一一一一 世ー一一一一ーーー 一一ーー一一一一ー
2005 77.661 30,109 12.701 17,408 47.552 100.0 38.8 16.4 22.4 61.2 
区
1995 27.415 14,185 3,996 10,189 13,230 100.0 51.7 14.6 37.2 48.3 
ー一一ーーーー一一 一一ーー一一一一ー ーー一一ーー四一一 ー一ーー一ーー田 F 一ーー一ー四一ー』 ーー一ーー一一ーー ー一一ーーーー一一 ーー』一一一ーー一 一一一ーー一一一ー ーー一一一ーー－ー ー－－－ F ーー一
2000 40.167 18,137 7,263 10.874 22,030 100.0 45.2 18.l 27.1 54.8 
一一ーーーーー－ー 一一ーーーー一一一 『由『’一一一ーーー 一一ーーー『一一ー 一一一一ーー『一一 ーーー一一一ーーー 一一ーーーー一一ー 一回ー『ー一－ -- ー一一一ーー』一一 -－・・一一一一一ー ー一ー『ー－－一一
2005 60.552 23.668 10.012 13.656 36,884 100.0 39.l 16.5 22.6 60.9 
1995 11.751 5,564 1.530 4,034 6.187 100.0 47.3 13.0 34.3 52.7 
城 一ーー－ --－ーー ーーーーー一一一一 ーー司一一ーーーー 一ーー一ーー一ー一 F 一一ー一ー目ー『 ーーーーーーー一ー 『ーー一ー四一ー一 一ーーー一一ーーー 一一一ーーー一一一 ーーーー一一一ー－ -－『ー一一ー－ -
2000 17.195 7,164 2821 4,343 10,031 100.0 41.7 16.4 25.3 58.3 
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